
１

横
浜
発
　
大
都
市
制
度
の
提
案
に
向
け
て

基
本
構
想
の
推
進
と

大
都
市
制
度
改
革

　
横
浜
市
は
新
基
本
構
想
を
策
定

し
、
市
民
力
と
創
造
力
を
中
心
と

し
た
都
市
づ
く
り
を
宣
言
し
た
。

そ
れ
は
、
市
民
の
力
が
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
都
市
づ
く
り
を
着
実
に

進
め
て
い
く
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
市
民
の
原
動
力
を
生

か
す
べ
き
横
浜
市
の
自
治
の
多
く

の
領
域
に
わ
た
っ
て
、
国
・
県
の

関
与
や
二
重
行
政
な
ど
が
阻
害
す

る
作
用
を
果
た
し
て
き
た
。
す
で

に
5
0
年
前
か
ら
、
旧
五
大
市
と
と

も
に
自
立
性
の
高
い
特
別
市
を
目

指
し
た
が
、
五
府
県
と
の
対
立
の

中
で
実
現
せ
ず
、
昭
和
3
1
年
に
妥

協
の
産
物
と
し
て
政
令
指
定
都
市

と
な
っ
た
。
以
来
、
暫
定
的
な
制

度
の
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
横
浜
市
を
含
む
大

都
市
は
、
公
害
や
道
路
交
通
問
題

な
ど
に
直
面
し
、
近
年
で
は
、
保

育
ニ
ー
ズ
の
増
加
、
生
活
保
護
の

増
加
、
大
規
模
な
都
市
施
設
の
維

持
更
新
、
犯
罪
の
多
発
な
ど
、
大

都
市
固
有
の
多
く
の
問
題
に
直
面

し
、
厳
し
い
行
財
政
運
営
を
強
い

ら
れ
て
い
る
。

　
今
日
、
国
と
地
方
の
あ
り
方
が

問
わ
れ
て
お
り
、
都
道
府
県
制
度

の
根
本
的
改
革
を
含
む
地
方
分
権

改
革
が
進
行
中
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
国
の
地
方
分
権
改
革
は
、
主

と
し
て
地
方
分
権
推
進
委
員
会
及

び
三
位
一
体
改
革
（
注
１
）
の
一

巡
の
取
組
を
通
じ
て
、
法
制
度
や

税
財
源
の
見
直
し
を
行
っ
て
き

た
。
こ
の
間
、
横
浜
市
も
国
に
対

す
る
要
望
・
提
案
行
動
や
、
地
方

六
団
体
（
注
２
）
、
指
定
都
市
市

長
会
を
通
じ
た
ア
ピ
ー
ル
な
ど
を

繰
り
返
し
行
い
、
中
央
集
権
の
象

徴
で
あ
っ
た
機
関
委
任
事
務
の
廃

止
な
ど
の
成
果
も
あ
る
が
、
全
体

と
し
て
は
「
未
完
の
改
革
」
（
注

３
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
図
１

参
照
）
。
第
二
期
地
方
分
権
改
革

を
に
ら
み
、
横
浜
市
と
し
て
は
、

市
民
に
身
近
な
行
政
を
担
い
か
つ

首
都
圏
の
中
核
機
能
を
担
う
大
都

市
と
し
て
、
責
任
あ
る
「
自
治
」

と
「
経
営
」
を
実
現
す
る
制
度
に

第一期地方分権改革等における課題の達成度図１つ
い
て
、
積
極
的
に
提
案
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
（
図
２
参
照
）
。

２
　
指
定
都
市
の
現
状
と
多
様
化

①
横
浜
市
の
現
状
と
課
題

　
横
浜
市
は
、
約
３
６
１
万
人
の

執
筆林

　
琢
己

都
市
経
営
局
部
次
長
兼
政
策
課
長

（
注
１
）

正
式
名
称
:
　
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革

に
関
す
る
基
本
方
針
」

（
注
２
）

全
国
知
事
会
・
全
国
市
長
会
・
全
国
町
村

会
・
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
・
全
国
市

議
会
議
長
会
・
全
国
町
村
議
会
議
長
会
の
連

（
自
治
法
第
２
５
３
条
の
３
に
基
づ
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（
注
５
）

同
６
頁
　
児
童
相
談
所
、
衛
生
研
究
所
の
設

置
運
営
な
ど
、
府
県
が
通
常
行
う
機
能
も
担

っ
て
い
る
が
財
源
措
置
が
な
さ
れ
て
い
な

い
。
（
全
国
の
指
定
都
市
の
平
成
1
8
年
度
予

算
に
基
づ
く
試
算
で
は
、
2
7
5
6
億
円
に

達
す
る
）
。

（
注
４
）

「
指
定
都
市
市
長
会
緊
急
ア
ピ
ー
ル
」
（
平
成

1
8
年
５
月
2
5
日
）
８
頁
参
照
。
　
　

（
注
３
）

平
成
1
8
年
1
2
月
2
2
日
　
指
定
都
市
市
長
会

「
第
二
期
地
方
分
権
改
革
推
進
に
関
す
る
ア

ピ
ー
ル
」
よ
り

《3》

合
組
織

く
）



人
口
規
模
を
有
し
、
4
7
都
道
府
県

と
指
定
都
市
を
総
合
し
た
順
位
で

も
1
1
番
目
（
鳥
取
県
の
約
６
倍
）

に
位
置
し
、
市
民
総
生
産
は
年
間

約
1
2
・
７
兆
円
（
平
成
1
5
年
度
）

で
あ
る
。
高
齢
者
は
約
5
8
万
人
、

年
少
者
は
、
約
4
9
万
人
（
平
成
1
7

年
１
月
現
在
）
居
住
し
、
さ
ら
に

国
際
観
光
都
市
と
し
て
、
外
国
人

居
住
者
も
約
７
万
人
に
上
る
。
訪

れ
る
観
光
者
は
年
間
約
4
0
0
0

万
人
（
平
成
1
7
年
度
）
に
達
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
大
都
市
固
有
の
条
件

の
下
で
、
横
浜
市
政
は
、
住
民
に

最
も
身
近
な
基
礎
自
治
体
の
機
能

（
福
祉
・
教
育
・
道
路
な
ど
の
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
）
に
加

え
、
都
市
圏
に
お
け
る
中
枢
都
市

と
し
て
の
機
能
（
人
・
も
の
・
情

報
の
流
通
拠
点
と
し
て
、
基
幹
的

な
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
）

を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
下

室
マ
ン
シ
ョ
ン
対
策
・
夏
の
軽
装

な
ど
地
球
温
暖
化
対
策
・
広
告
・

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
な
ど
、

国
や
他
都
市
を
先
導
す
る
役
割
も

果
た
し
て
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
指
定
都
市
制

度
は
、
一
定
の
道
府
県
事
務
の
処

理
は
で
き
る
が
、
暫
定
的
か
つ
特

例
的
な
制
度
で
あ
る
が
ゆ
え
に
体

系
的
で
は
な
く
、
①
役
割
に
応
じ

た
税
財
源
制
度
が
な
い
、
②
事
務

配
分
は
、
特
例
・
部
分
的
で
一
体

性
が
な
い
、
③
国
や
県
と
の
分
担

が
あ
い
ま
い
で
、
二
重
行
政
の
弊

害
や
関
与
等
の
非
効
率
が
あ
る
、

と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
た

（
注
４
）
。
例
え
ば
、
①
交
通
・
都

市
基
盤
整
備
、
環
境
対
策
、
児
童

相
談
な
ど
の
大
都
市
固
有
の
行
政

需
要
に
対
応
で
き
る
税
財
源
制
度

が
な
い
（
注
５
）
　
②
開
発
を
調

整
す
る
た
め
の
市
街
化
区
域
指
定

が
で
き
な
い
、
災
害
時
の
水
防
警

報
発
令
や
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
要

請
が
で
き
な
い
　
③
公
園
・
文
化

施
設
な
ど
が
県
と
の
二
重
行
政
に

な
っ
て
い
る
、
な
ど
、
一
体
性
・

総
合
性
を
欠
く
も
の
で
あ
る
。

市民から見た大都市制度のイメージ図２

②
指
定
都
市
の
多
様
化

　
国
は
市
町
村
合
併
推
進
に
伴

い
、
平
成
７
年
に
中
核
市
制
度

（
人
口
3
0
万
人
以
上
な
ど
）
及
び

平
成
1
2
年
に
特
例
市
制
度
（
人
口

2
0
万
人
以
上
）
を
創
設
し
、
人
口

規
模
な
ど
に
合
わ
せ
た
権
限
委
譲

も
実
施
し
て
き
た
（
図
３
参
照
）
。

さ
ら
に
合
併
推
進
の
一
環
と
し

て
、
指
定
都
市
の
要
件
を
緩
和
し

た
た
め
、
平
成
1
7
年
に
は
静
岡
市

（
7
1
万
人
）
・
堺
市
（
8
3
万
人
）
の

指
定
都
市
が
誕
生
し
、
1
9
年
４
月

に
は
、
浜
松
市
（
8
2
万
人
）
・
新

潟
市
（
8
1
万
人
）
が
加
わ
り
、
1
7

図３　都市の規模と事務配分

都
市
、
総
人
口
は
、
約
2
5
0
0

万
人
に
達
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
岡
山
市
、
熊
本
市
、
相
模
原
市
な

ど
も
指
定
都
市
を
め
ざ
し
て
い
る
。
）

　
そ
の
結
果
、
指
定
都
市
間
の
規

模
の
差
や
特
性
の
違
い
が
顕
著
に

な
っ
た
。
平
成
1
8
年
度
の
1
5
都
市

の
比
較
で
見
て
も
、
人
口
は
最
大

市
（
横
浜
）
と
最
小
市
（
静
岡
）

の
格
差
は
、
５
倍
以
上
と
な
り
、

面
積
は
最
大
市
（
静
岡
）
と
最
小

市
（
川
崎
）
の
格
差
が
、
約
1
0
倍

と
な
っ
た
（
図
４
参
照
）
。
市
内

総
生
産
も
、
最
大
市
（
大
阪
）
と

最
小
市
（
静
岡
）
の
差
は
、
７
倍図４　指定都市の面積と人□

以
上
と
な
っ
た
（
注
６
）
。
こ
の

よ
う
な
状
況
は
、
自
治
法
上
は
5
0

万
人
以
上
と
し
な
が
ら
、
事
実
上

は
政
令
で
指
定
要
件
を
変
動
さ
せ

る
と
い
う
、
曖
昧
な
制
度
に
起
因

し
て
い
る
。

　
多
様
化
の
問
題
を
具
体
的
に
示

し
た
も
の
と
し
て
、
名
古
屋
市
に

よ
る
分
類
が
あ
る
。
名
古
屋
市
は

『
道
州
制
を
見
据
え
た
「
新
た
な

（
注
６
）

デ
ー
タ
は
「
平
成
1
8
年
度
指
定
都
市
基
本
施

策
検
討
調
」
（
予
算
編
）
横
浜
市
会
事
務
局

（
平
成
1
8
年
１
９
一
月
）
参
照
。
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図５　規模能力と中枢機能からみた大都市の位置（総合）

　　　　（平成19年２月名古屋市調査資料より）
大
都
市
制
度
」
に
関
す
る
調
査
研

究
報
告
書
』
（
平
成
1
9
年
２
月
）

に
お
い
て
、
指
定
都
市
の
「
人

口
・
交
流
」
「
経
済
」
「
行
政
」

「
情
報
・
文
化
」
の
４
分
野
の
指

標
を
も
と
に
、
指
定
都
市
を
３
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
た
。
（
注

７
）
（
図
５
参
照
）

①
第
１
グ
ル
ー
プ
＝
４
分
野
で
高

　
い
位
置
に
あ
る
大
阪
・
横
浜
・

　
名
古
屋

②
第
２
グ
ル
ー
プ
＝
京
都
・
神
戸

　
及
び
地
方
の
中
核
都
市

③
第
３
グ
ル
ー
プ
＝
比
較
的
最
近

　
に
指
定
都
市
に
な
っ
た
都
市
等

　
名
古
屋
市
の
分
類
は
、
一
つ
め

試
み
で
あ
る
が
、
指
定
都
市
の
中

で
も
、
都
市
規
模
や

拠
点
性
な
ど
に
応
じ

た
自
治
制
度
を
構
築

す
べ
き
こ
と
を
示
唆

す
る
も
の
で
あ
る
。

４

新
た
な
大
都
市

制
度
提
案
の

た
め
の
視
点

　
国
は
、
平
成
1
9
～

2
1
年
度
の
第
二
期
分

権
改
革
に
、
地
方
へ

の
権
限
移
譲
や
、

国
・
地
方
の
税
源
配

分
の
見
直
し
、
道
州

制
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ま

と
め
て
い
く
方
針
で

あ
る
。
国
の
動
き
を

踏
ま
え
、
本
市
か
ら
も
効
果
的
に

提
案
を
発
信
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

指
定
都
市
市
長
会
に
お
い
て
も
、

地
方
分
権
改
革
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
発
足
さ
せ
、
指
定
都
市
制
度

の
改
革
案
を
検
討
・
提
案
す
る
こ

と
と
な
り
、
横
浜
市
も
参
画
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
本
市
と
し
て
も
、

外
部
有
識
者
な
ど
の
参
画
を
得
て

議
論
を
行
い
独
自
に
提
案
を
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
動

き
を
結
実
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い

が
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
視
点
を

ま
と
め
て
み
た
。

①
市
民
意
見
か
ら
の
発
想

　
都
市
の
自
主
性
及
び
自
立
性
が

高
ま
れ
ば
、
受
益
と
負
担
の
関
係

も
明
確
に
な
り
、
市
民
と
行
政
の

信
頼
関
係
を
さ
ら
に
高
め
た
市
政

が
期
待
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

分
権
は
と
か
く
権
限
の
配
分
論
に

陥
り
や
す
く
、
市
民
か
ら
の
理
解

も
得
ら
れ
に
く
い
。
市
民
の
視
点

に
立
て
ば
、
ど
う
あ
る
べ
き
な
の

か
、
市
民
生
活
に
ど
の
よ
う
な
利

点
が
あ
る
の
か
、
分
か
り
や
す
く

提
案
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
例
え
ば
、
指
定
都
市
市
長
会
の

提
言
に
お
い
て
、
道
州
制
に
移
行

し
た
場
合
に
移
譲
さ
れ
る
べ
き
事

務
の
例
と
し
て
、
「
警
察
の
管
理

及
び
運
営
の
う
ち
交
通
規
制
、
風

俗
警
察
、
街
頭
犯
罪
等
の
軽
犯
罪

な
ど
に
係
る
も
の
」
を
挙
げ
て
い

る
（
注
８
）
。
横
浜
市
市
民
意
識

調
査
で
は
、
「
防
犯
対
策
」
が
平

成
1
5
～
1
8
年
度
、
４
年
連
続
で
市

政
へ
の
要
望
の
第
一
位
と
な
り
、

市
の
対
応
強
化
が
最
も
望
ま
れ
て

い
る
分
野
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
本
市
で
も
、
平
成
1
7
年
度
に

「
横
浜
安
全
・
安
心
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
、
自
主
防
犯
力
の
強
化
を

基
本
に
、
区
役
所
を
中
心
と
し
て

自
主
防
犯
活
動
の
支
援
な
ど
を
行

っ
て
い
る
が
、
犯
罪
の
取
締
り
を

直
接
行
え
な
い
。
提
言
が
実
現
す

れ
ば
、
防
犯
活
動
と
取
締
ま
り
の

連
携
が
強
化
で
き
、
市
民
生
活
の

安
全
性
向
上
を
、
十
分
に
期
待
で

き
る
（
注
９
）
。
こ
の
よ
う
に
市

民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
検
討
と
提

案
が
有
意
義
で
あ
ろ
う
。

②
基
礎
自
治
体
の
牽
引
役

　
自
治
法
第
一
条
の
２
は
、
「
住

民
に
身
近
な
行
政
は
で
き
る
限
り

地
方
公
共
団
体
に
委
ね
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
、
（
中
略
）
地
方
公

共
団
体
の
自
主
性
及
び
自
立
性
が

十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
し
て
い

る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
ま
ず
基
礎

自
治
体
に
自
治
権
限
の
源
泉
が
あ

り
、
そ
の
自
治
体
の
能
力
で
は
行

え
な
い
事
務
に
つ
い
て
、
広
域
的

な
団
体
が
補
完
す
る
と
い
う
、
補

完
性
の
原
理
に
基
づ
き
、
制
度
を

構
築
す
べ
き
で
あ
る
。
指
定
都
市

の
問
題
は
、
求
め
ら
れ
る
責
任
と

権
限
・
財
源
の
不
一
致
に
あ
り
、

市
町
村
（
基
礎
自
治
体
）
共
通
の

問
題
も
多
い
。
指
定
都
市
は
、
市

町
村
制
度
強
化
の
牽
引
役
で
も
あ

り
、
制
度
を
開
拓
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
。

③
大
都
市
は
国
の
活
力
の
源
泉

　
第
2
8
次
地
方
制
度
調
査
会
は
、

道
州
制
と
並
ん
で
、
大
都
市
制
度

の
あ
り
方
が
主
要
な
諮
問
項
目
で

あ
っ
た
が
、
答
申
は
「
道
州
制
と

の
関
係
に
お
い
て
大
都
市
圏
に
ふ

さ
わ
し
い
仕
組
み
、
事
務
配
分
の

特
例
等
を
設
け
る
こ
と
が
適
当
」

（
注
1
0
）
と
い
う
指
摘
に
止
ま
っ

た
。
大
都
市
は
こ
れ
ま
で
も
、
少

子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波

の
中
で
、
国
際
的
な
都
市
間
競
争

に
晒
さ
れ
な
が
ら
、
業
務
・
情

報
・
人
材
の
拠
点
を
担
っ
て
き

た
。
大
都
市
の
自
立
化
・
活
性
化

を
促
進
す
る
こ
と
が
、
国
に
と
っ

て
も
今
日
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ

と
を
発
信
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
特
に
横
浜
市
は
首
都
圏
を
構
成

す
る
業
務
核
都
市
と
し
て
、
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
再

確
認
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
東
京
都

心
の
業
務
集
積
が
巨
大
な
た
め

に
、
横
浜
は
昼
夜
同
人
口
比
が
約

9
0
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
も
の
の
、

他
都
市
か
ら
の
通
勤
・
通
学
者
は

4
0
万
人
（
平
成
1
2
年
度
）
、
市
内

従
業
・
就
学
者
は
１
６
０
万
人
に

の
ぼ
る
。
業
務
集
積
の
求
心
力
も
、

例
え
ば
市
外
通
勤
者
は
、
昭
和
4
0

年
に
１
３
８
自
治
体
か
ら
の
流
入

が
あ
っ
た
が
、
平
成
1
2
年
に
は
１

８
２
自
治
体
に
増
加
す
る
な
ど

（
注
1
1
）
、
着
実
に
高
ま
っ
て
き
た
。

日
本
に
お
い
て
も
、
首
都
圏
に
お

い
て
も
、
東
京
一
極
集
中
は
、
安

全
性
・
効
率
性
・
柔
軟
性
が
保
て

な
い
。
首
都
圏
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
形
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ

の
中
に
あ
っ
て
横
浜
市
の
役
割
は

重
要
で
あ
る
。
今
後
、
関
東
の
道

州
制
の
あ
り
方
も
具
体
的
に
検
討
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『
道
州
制
を
見
据
え
た
「
新
た
な
大
都
市
制

度
」
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
』
名
古
屋

市
作
成
（
平
成
1
9
年
２
月
）
9
7
頁
参
照
。

（
注
７
）



さ
れ
る
が
、
横
浜
市
の
役
割
が
認

識
さ
れ
、
大
都
市
の
制
度
設
計
に

し
っ
か
り
と
反
映
さ
れ
る
よ
う
提

案
す
べ
き
で
あ
る
。

④
大
都
市
の
規
模
・
能
力
に
応
じ

　
た
制
度
の
提
案

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
指
定
都
市

は
、
規
模
や
拠
点
性
の
格
差
が
生

じ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
同
一

制
度
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

特
例
市
で
人
口
１
・
５
倍
以
内
、

中
核
市
で
人
口
２
・
３
倍
以
内

（
指
定
都
市
が
7
0
万
人
以
上
で
あ

る
場
合
）
の
範
囲
で
制
度
設
計
さ

れ
て
い
る
。
指
定
都
市
の
多
様
化

に
伴
い
、
規
模
や
拠
点
性
に
応
じ

た
制
度
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
ド
イ
ツ
の
ハ
ン
ブ
ル
グ
市

や
韓
国
の
釜
山
市
な
ど
、
首
都
で

な
く
と
も
、
大
都
市
が
広
域
自
治

体
と
同
格
の
制
度
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
事
例
も
あ
る
（
注
1
2
）
。

道
州
制
の
議
論
が
先
行
し
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
実
例
等
も
参
考

に
、
自
治
に
必
要
な
、
事
務
権
限

と
そ
れ
に
応
じ
た
税
財
源
・
制
度

の
創
設
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

⑤
都
市
内
分
権
の
推
進

　
平
成
1
8
年
度
横
浜
市
市
民
意
識

調
査
に
よ
る
と
、
市
民
の
生
活

「
満
足
層
」
は
、
6
7
・
１
％
で
あ

り
、
昭
和
6
3
年
以
来
、
1
9
年
間
連

続
で
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い

る
。
市
政
へ
の
満
足
度
の
高
い
施

策
は
、
「
ご
み
の
分
別
収
集
・
リ

サ
イ
ク
ル
」
、
「
バ
ス
・
地
下
鉄
な

ど
の
便
」
、
「
公
園
・
動
物
園
の
整

備
」
、
「
良
質
な
水
の
確
保
や
安
定

供
給
」
、
「
最
寄
り
駅
周
辺
の
整
備
」

の
順
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

事
業
の
多
く
は
、
大
都
市
の
規
模

の
メ
リ
ッ
ト
が
活
か
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
横
浜
市
民
の
生
活
満
足

度
が
高
い
こ
と
の
要
因
で
も
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
大
都
市
と

し
て
一
体
性
の
あ
る
自
治
の
拡
充

を
図
り
な
が
ら
、
市
民
に
身
近
な

行
政
も
両
立
で
き
る
都
市
内
分
権

を
推
進
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
横
浜
市
は
、
こ
れ
ま
で
、
現
行

制
度
下
で
は
最
大
限
と
も
言
え
る

区
役
所
機
能
強
化
を
実
施
し
、
広

聴
や
意
見
交
換
の
場
を
拡
大
し
、

区
民
と
区
役
所
の
距
離
を
縮
め
る

取
組
を
行
っ
て
き
た
。
他
方
で
規

模
の
メ
リ
ッ
ト
も
生
か
し
、
税
の

徴
収
業
務
を
一
部
集
約
化
す
る
な

ど
、
効
率
性
の
確
保
に
も
留
意
し

て
き
た
。

　
今
後
は
、
身
近
な
生
活
圏
に
お

け
る
新
た
な
地
域
自
治
を
め
ざ
し

た
、
市
民
主
体
の
地
域
運
営
（
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
の
実
践
を

重
ね
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
実
践
も
進
め
な
が
ら
、
身
近

な
自
治
の
可
能
性
は
幅
広
く
議
論

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
特
別
区
制
度
や
地
域
自
治
区
制

度
（
注
1
3
）
の
適
用
の
可
能
性
も

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
大
都

市
と
し
て
行
う
べ
き
自
治
の
範
囲

を
議
論
す
る
な
か
で
、
よ
り
多
く

の
選
択
肢
を
議
論
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
例
え
ば
、
東
京
都
区
制
度

に
つ
い
て
も
、
大
都
市
経
営
の
視

点
か
ら
、
①
都
と
特
別
区
が
同
種

の
行
政
を
担
う
な
ど
効
率
的
と
は

言
え
な
い
、
②
区
域
と
生
活
圏
・

経
済
圏
の
乖
離
、
③
税
源
の
偏
在

度
合
い
の
拡
大
に
伴
う
財
政
調
整

交
付
金
の
拡
大
、
な
ど
が
課
題
と

し
て
あ
か
っ
て
い
る
（
注
1
4
）
。

横
浜
市
に
お
い
て
も
、
区
間
の
税

収
格
差
の
問
題
や
、
効
率
性
の
問

題
な
ど
議
論
す
べ
き
課
題
は
多

い
。
市
民
の
利
便
性
や
都
市
基
盤

の
維
持
更
新
な
ど
の
見
地
か
ら

も
、
大
都
市
経
営
の
一
体
性
と
地

域
自
治
が
共
存
す
る
分
権
モ
デ
ル

を
提
案
す
べ
き
と
考
え
る
。

５

自
治
体
問
の

自
立
・
連
帯
社
会
へ

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
情
報
・
も

の
・
人
材
が
国
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
超
え
て
交
流
す
る
社
会
を
形
成

し
て
い
る
。
国
が
ホ
ス
ト
型
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ご
と
く
に
全
て
を

処
理
し
、
自
治
体
を
「
端
末
」
の

よ
う
に
自
立
し
な
い
存
在
に
し
て

お
け
ば
、
国
も
自
治
体
も
衰
退
す

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
国
と

の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
た
上

で
、
自
立
心
を
持
っ
た
自
治
体
が
、

連
携
・
連
帯
し
、
共
に
支
え
合
う

社
会
を
構
築
せ
ね
ば
な
ら
な
い

（
図
６
参
照
）
。
道
州
制
の
あ
り
方

も
、
あ
く
ま
で
も
補
完
す
る
役
割

で
あ
っ
て
、
第
二
の
ホ
ス
ト
型
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
地
方
六
団

体
が
設
置
し
た
「
新
地
方
分
権
構

想
検
討
委
員
会
」
の
最
終
報
告
書

に
あ
る
よ
う
に
、
大
都
市
も
農
山

漁
村
地
域
の
自
治
体
も
、
「
自
立

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
巡
帯
す
る
」

（
注
1
5
）
こ
と
が
で
き
、
相
互
協

力
で
き
る
社
会
を
目
指
せ
る
の
で

あ
る
。

図６　自治体間の連携構造図

（
注
９
）

第
2
8
次
地
方
制
度
調
査
会
・
第
2
4

委
員
会
議
事
録
（
平
成
1
7
年
６
月

照
。

（
注
1
0
）

第
2
8
次
地
方
制
度
調
査
会
答
申
（
平
成
1
8
年

２
月
2
8
日
）

（
注
1
1
）

「
首
都
圏
の
地
域
構
造
の
あ
り
方
と
そ
の
推

進
方
策
に
つ
い
て
調
査
報
告
書
」
八
都
県
市

首
脳
会
議
　
首
都
機
能
部
会
（
平
成
1
8
年
1
2

月
）
１
１
２
頁
参
照
。

（
注
1
2
）

ハ
ン
ブ
ル
ク
市
は
都
市
州
と
し
て
、
釜
山
市

は
特
別
市
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
広
域
自
治
体

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

（
注
1
3
）

平
成
1
6
年
５
月
の
自
治
法
改
正
に
よ
り
、
市

町
村
は
、
区
域
を
分
け
て
地
域
自
治
区
を
設

け
、
地
域
協
議
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
、

指
定
都
市
の
行
政
区
も
適
用
可
能
と
な
っ

た
。
地
域
自
治
区
は
、
合
併
し
た
市
町
村
の

自
治
を
一
定
確
保
す
る
目
的
が
本
来
あ
り
、

合
併
を
推
進
し
た
浜
松
市
や
新
潟
市
が
予
定

し
て
い
る
。

（
注
1
4
）

「
行
財
政
改
革
の
新
た
な
指
針
」
一
東
京
都

（
平
成
1
7
年
1
1
月
）
3
5
頁
、
及
び
「
東
京
自

治
制
度
懇
談
会
議
論
の
ま
と
め
」
東
京
都
自

治
制
度
懇
談
会
（
平
成
1
8
年
1
1
月
）
3
7
頁
参
照
。

（
注
1
5
）

「
豊
か
な
自
治
と
新
し
い
国
の
か
た
ち
を
求

め
て
（
第
二
期
地
方
分
権
改
革
と
そ
の
後
の

改
革
の
方
向
）
」
新
地
方
分
権
構
想
検
討
委
員

会
（
平
成
1
8
年
1
1
月
3
0
日
）
４
～
５
頁
参
照
。

60■特集2・横浜市基本構想（長期ビジョン）と中期計画

（
注
８
）

「
道
州
制
を
見
据
え
た
新
た
な
大
都
市
制
度

の
在
り
方
に
つ
い
て
の
提
言
」
指
定
都
市
市

長
会
大
都
市
制
度
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
平
成
1
8
年
１
月
）
2
0
頁
参
照
。
　
　
　
｛
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